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Advanced Japanese Language Education  
- History of 'self expression' in Education of Japanese composition - 
 
Genichiro FUKAWA (Nippon Sport Science University) 
 
    At the time of modern education being started, there was still no simple Japanese writing in 
place. It was gradually prepared in Japanese language education, and the children became possible 
to write compositions in the late Meiji era with "Words match style". After that, the children 
accumulated various "self expression" by poetry and sentences. What was founded on that basis 
was a language view of realism that the language projected the facts. However, new ways of 
thinking about "human nature" of children have been born by the development of composition 
guidance supported by the view of linguistic sentences after the war, the sentences draw out facts 
or the sentences create reality. Such a new composition reading becomes a very powerful force for 
future Japanese language education. 
 



































































































は きのふ つり に まゐりました ／ あな
































ると「アレ、アソコ ノ キ ニ ハナ ガ、サ
キマシタ。／ウグヒス モ、ナイテ ヰマス。／
ソコニ テフテフ モ、マウテ ヰマス。／サア





































































































































































































































 『赤い鳥』1921（大正 10）年 10 月［第 7 巻第
4号］ 
      のぼり（推奨）  渡邊運平 尋四 
  あちらこちらに、 
  のぼりがたった。 
    うちには、 










     
 『赤い鳥』1924（大正 13）年 12 月［第 13 巻
第 6号］ 
    夕食（推奨）  中山みつ 14歳 
    うめぼしの 
    にほひまで 
    すうすうする月夜。 
    つめたい風に 
    ふかれながら， 






















































































































































































 母の死とその後  江口江一 
















































































































































 むし人間     五年 石川せき子 
      クラスのみんなをおかまの中へつめた 
      ガギュッ、ガギュッ、と音がした 
       
      もじきむさるころだ 
      ふたをあけてみよう 
       
      みんなをかまの中から出した 
      みんな真赤だ、 
      魚屋へ せいぼのかわりに 
      むし人間を三六人やった。 
       
      魚屋のおばさんは 





















































































































































































































































Louis LeClerc de Buffon)が述べたもので，原










3) この児童作品は『児童詩教育」昭和 38年 5月，
に掲載された。なお，児玉忠は「主体的児童詩
教育の運動は，その質的に特異な（異様な）作
品だけが否定的な印象として人々の記憶に多
く残ってしまったようにみえる。しかし，主体
的児童詩論やそこから派生した児童詩教育論
の成果からは，現代の目で見ても詩の創作指
導としての方法的特質はもちろん，子どもに
創造性や認識力を育てようとする志向性やそ
の教育的意味について学ぶべきところは多い
のではないか」と述べている。稿者も同感であ
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る。児玉忠（1977）「主体的児童詩教育誌に関
する調査研究」『国語科教育』全国大学国語教
育学会， 
4) 松本利昭（1978）『主体的児童詩教育の理論と
方法』明治図書 
5) 大河原忠蔵『状況認識の文学教育』1968 p.92
に，「のりうつる文体」という表題を持った章
がある。 
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